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「一瞬で検品が完了する」と山田部長代理

ＲＦＩＤトライアル
改
善
点
多
い
も
期
待
感
じ
さ
せ
る

大垣書店 Kotochika
御池店（京都市）

日 販
グループ

書
店
子
会
社

統
合
し
新
会
社 日本医書

出版協会

副
理
事
長
に
白
石

氏（
医
歯
薬
出
版
）

BOOK PORT（井上鋼材株式会社）BOOK PORT（井上鋼材株式会社）

セルフレジを全店に導入
今後のため「入れてよかった」

加速する加速する
出版流通システム出版流通システム

有人レジ 1 台（奥）とセルフレジ１台にした鶴見店。平日日
中は担当者が店内で作業も可能に

このほど刊行した自社製
キャラクターの絵本を手に
する成川氏

井
上
鋼
材
本
社
２
階
で
営
業
す
る
鶴
見
店

　 神 奈 川 県 に ５ 店 舗 を 展 開 す る BOOK 
PORT（ブックポート）は、今年 7 月に全
店舗でセルフレジを導入した。稼働後は大き
なトラブルもなく、書籍部門・成川真部長は

「導入してよかった」と話している。

BOOK PORT 本部（鶴見店）
所 在 地：神奈川県横浜市鶴見区
　　　　　　　　鶴見中央 3-6-25　本社 2 階
電　　話：045-505-0203
営業時間：10：00 ～ 23：00（日祝は 22 時まで）
休　　日：年中無休（元旦のみ休業）

　ブックポートは横浜市鶴見区に本社を置く井
上鋼材株式会社が 1987 年に資材置き場だった場
所にオープン。1 号店の鶴見店（横浜市鶴見区・
150 坪）をはじめ、現在は栗平店（川崎市麻生区・
120 坪）、中野島店（川崎市多摩区・55 坪）、緑園
店（横浜市泉区・130 坪）、大和店（大和市・95 坪）
の 5 店舗と、高校図書館などに納入する外商部を
運営する。

営業継続のため
　　　雑貨などにも注力

　同社では近年、文具・雑貨など本以外の商材を
拡大している。昨年４月には「その他」に入れてい
た雑貨を、商品管理のために新ジャンルとして独
立させた。「新しいジャンルにしてお客様にアピー
ルしたい。実際に売り上げは伸び続けています」
と書籍部門の総責任者を務める成川氏は述べる。
井上鋼材本社 2 階にある鶴見店では、「ちいかわ」
などのキャラクターグッズとともに、数千円の女

ンク作業などを行って
いる。レジには呼び鈴
を設置して、呼ばれた
ら駆けつける。
　成川氏は、レジの使
い方がわからないお客
がいたらすぐに駆け付
けるといった対応が課
題になるとみている
が、「これからの運営
を考えると、導入して
よかったと思います」
と手ごたえを感じてい
る。

店内で作業も可能に
　「これまで小さい店舗のレジでも最低 2 人は必
要でしたが、セルフにしたことで 1 人の時間を作
れるようになりました」と成川氏。人件費を抑え
るとともに、これまでならレジカウンターにはり
ついていた担当者が店内で作業することも可能に
なった。
　実際に休日型の鶴見店では、比較的すいている

性用傘や 2 万円を超える男性向け革鞄なども並
ぶ。店舗の向かいにある大手ディスカウントスト
アの店舗では数百円の傘が売られているが、「最
初は 3000 円の傘をだれが買うの？と思いました
が、置くとコンスタントに売れた。カルチャー
ショックでした」と成川氏。
　こうした経験を通して、「いまでも書店には多く
のお客様が来店されます。そういう方々に商材を
提案できるのは書店のアドバンテージです」と感
じている。仕入れ先は成川氏が展示会などで広げ
ている。ほぼ買い切り条件だが粗利益率は高い。
　「僕は本が好きで書店に入りましたから、本の
売り場を割きたくはないのですが、書店を続けて
いくためには粗利益率の高い雑貨などを扱う必要
があります」。セルフレジ導入も同じ思いで踏み
切った。

平日日中は、担当者が
レジカウンターを離れ
てコミックスのシュリ

セルフレジのみの店舗も
　店舗システムは 10 年ほど前に光和コ
ン ピ ュ ー タ ー の「BookAnswer Ⅲ 」 を
導入。インボイス対応のため改修が必要
となり、今後のことを考え、思い切って
BookAnswer Ⅳと同社のセルフレジに切
り替えた。書店を続けていくためには、人
件費削減につながるセルフレジが有効だと
考えたからだ。
　当初はお客の反応を不安視する従業員も
いたが、クレームなどはほとんどない。「お
客様もスーパーなどでセルフレジを経験さ
れています。『本屋さんもこうなるのね』と
いった反応で、ほぼ受け入れられています」
と成川氏。
　これまで有人レジ 2 台を使っていた鶴見
店、緑園店、大和店はセルフレジ 1 台と有
人レジ 1 台の体制にしたが、有人レジ 1 台
だった栗平店と中之島店はセルフレジ 1 台
のみにした。

　
Ｐ
ｕ
ｂ
ｔ
ｅ
Ｘ
は
昨
年
か
ら
、
同
社

内
に
書
店
の
棚
を
模
し
た
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
を
開
設
す
る
な
ど
周
知
を
図
り
、
実

店
舗
で
の
ト
ラ
イ
ア
ル
計
画
も
発
表
し

て
い
た
。
大
垣
書
店
ほ
か
複
数
の
書
店

が
希
望
し
、
店
舗
規
模
や
人
員
体
制
な

ど
が
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
に
適
し
て
い

る
と
判
断
さ
れ
た
Ｋ
ｏ
ｔ
ｏ
ｃ
ｈ
ｉ
ｋ

ａ
御
池
店
が
ト
ラ
イ
ア
ル
店
に
選
ば
れ

た
。
関
東
で
は
有
隣
堂
伊
勢
佐
木
町
本

店
（
横
浜
市
）
が
実
施
し
て
い
る
。

　
コ
ー
ド
と
24
桁
の
「
Ｅ
Ｐ
Ｃ
コ
ー

ド
」
が
印
字
さ
れ
た
Ｒ
Ｆ
タ
グ
を
挿
入

し
た
商
品
は
３
社
の
雑
誌
扱
い
の
新
刊

コ
ミ
ッ
ク
ス
（
講
談
社
は
文
庫
に
も
挿

入
）。
Ｅ
Ｐ
Ｃ
コ
ー
ド
は
タ
グ
ご
と
に

異
な
る
た
め
、
同
タ
イ
ト
ル
商
品
で
も

１
冊
ず
つ
識
別
で
き
、
ク
ラ
ウ
ド
上
に

販
売
デ
ー
タ
な
ど
が
蓄
積
さ
れ
る
。

す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
逆
に
、
Ｐ
ｕ
ｂ

ｔ
ｅ
Ｘ
も
把
握
し
て
い
る
こ
と
だ
が
、

金
属
製
素
材
と
電
波
の
相
性
が
悪
く
、

在
庫
チ
ェ
ッ
ク
・
棚
卸
作
業
の
際
、
ス

チ
ー
ル
棚
の
端
や
同
製
の
ス
ト
ッ
カ
ー

に
接
す
る
商
品
を
読
み
込
ま
な
い
場
合

が
あ
る
」
と
し
、「
こ
の
点
は
対
象
が

雑
誌
な
ど
に
広
が
っ
た
場
合
、
金
属
製

の
付
録
や
、
ミ
ラ
ー
加
工
し
た
カ
ー
ド

が
付
く
商
品
に
不
具
合
が
生
じ
る
か
も

し
れ
な
い
」
と
課
題
を
示
す
。

　
こ
の
ほ
か
、「
こ
こ
は
小
規
模
店
な

の
で
、
荷
物
は
取
引
の
販
売
会
社
か
ら

の
み
届
く
が
、
ほ
か
の
支
店
で
は
出
版

社
か
ら
の
直
送
、
学
習
参
考
書
専
門
取

次
か
ら
、
小
冊
数
の
宅
配
便
、
支
店
間

の
商
品
移
動
な
ど
多
様
な
パ
タ
ー
ン
が

あ
る
。

　
せ
っ
か
く
の『
一
瞬
で
検
品
で
き
る
』

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
、
荷
物
が
届
く
都

度
、
検
品
作
業
が
発
生
す
る
と
効
果
が

薄
れ
る
」
と
懸
念
し
、「
こ
の
点
は
業

界
全
体
で
流
通
の
改
革
を
進
め
て
ほ
し

い
」
と
願
う
。

　
「
し
お
り
タ
イ
プ
」の
た
め
、本
か
ら

落
下
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
「
講
談

社
の
フ
ィ
ル
ム
済
み
商
品
、
ほ
か
当
店

で
シ
ュ
リ
ン
ク
作
業
を
行
う
本
も
地
部

分
ま
で
覆
っ
て
い
る
の
で
店
で
は
問
題

な
い
。ず
れ
落
ち
る
と
す
れ
ば
物
流
時
、

タ
グ
挿
入
か
ら
出
荷
ま
で
の
間
で
発
生

す
る
か
も
知
れ
な
い
」と
想
定
す
る
。

　
「
タ
グ
は『
し
お
り
』以
外
で
も『
シ
ー

ル
』
や
『
と
じ
込
み
』
パ
タ
ー
ン
な
ど

も
可
能
と
聞
い
て
い
る
。
書
店
は
落
下

の
心
配
よ
り
、
出
版
社
や
ジ
ャ
ン
ル
が

拡
大
し
た
と
き
ト
ラ
イ
ア
ル
期
間
の
よ

う
に
出
荷
前
に
挿
入
す
る
の
か
、
ど

の
時
点
で
誰
が
挿
入
す
る
の
か
が
気
に

な
る
。
シ
ュ
リ
ン
ク
作
業
で
手
一
杯
の

中
、
タ
グ
挿
入
の
仕
事
が
増
え
る
の
は

困
難
。
そ
れ
で
は
目
的
の
業
務
改
善
か

ら
離
れ
て
し
ま
い
本
末
転
倒
」
と
指
摘

す
る
。

　丸紅グループが講談社、集英社、小学
館と設立した株式会社 PubteX（パブ
テックス）は、8 月以降に発売した 3 社
のコミックスなどに RFID タグ（しお
りタイプ）を挿入し、9 月 1 日から大垣
書店の Kotochika 御池店（京都市中京
区）で実証実験を開始している。

無
人
店
拡
大
の
可
能
性

　
「
レ
ジ
と
の
連
動
な
ど
が
進
み
、全
商

品
に
挿
入
さ
れ
れ
ば
、
大
手
ア
パ
レ
ル

店
の
よ
う
に
レ
ジ
に
カ
ゴ
を
置
く
と
冊

数
を
読
み
込
み
、
大
型
店
な
ど
で
効
果

を
発
揮
す
る
。
入
店
チ
ェ
ッ
ク
の
問
題

も
ク
リ
ア
す
れ
ば
無
人
書
店
も
広
が
る

か
も
知
れ
な
い
」
と
可
能
性
を
語
る
。

ｔ
ｏ
ｃ
ｈ
ｉ
ｋ
ａ
御
池
店
は
京
都
市
営

地
下
鉄
「
烏
丸
御
池
」
駅
構
内
に
売
場

面
積
30
坪
で
構
え
る
。
現
状
の
Ｒ
Ｆ
Ｉ

Ｄ
ト
ラ
イ
ア
ル
対
象
作
品
は
約
２
０
０

冊
で
、
今
後
、
対
象
品
入
荷
の
都
度
、

増
加
し
て
い
く
。

瞬
時
の
読
み
込
み
速
度

　
開
店
（
平
日
８
時
30
分
）
前
に
入
荷

し
た
商
品
に
箱
詰
め
の
ま
ま
、
専
用
の

ハ
ン
デ
ィ
ス
キ
ャ
ナ
を
か
ざ
し
、
検
品

作
業
を
行
う
。
大
垣
書
店
情
報
シ
ス
テ

ム
部・山
田
剛
史
部
長
代
理
に
よ
る
と
、

「
ま
さ
に
『
一
瞬
』、
２
分
ほ
ど
で
検
品

が
済
む
。
今
後
の
業
務
効
率
改
善
に
大

き
な
可
能
性
を
感
じ
る
」と
期
待
す
る
。

　
一
方
、「
感
度
が
良
す
ぎ
て
、
近
く

に
あ
る
返
品
処
理
済
の
商
品
に
も
反
応

高
感
度
の
防
犯
シ
ス
テ
ム

　
専
用
の
防
犯
ゲ
ー
ト
に
も
対
応
し
て

い
る
が
、
山
田
部
長
代
理
に
よ
る
と

「
多
く
の
書
店
で
す
で
に
導
入
し
て
い

る
ゲ
ー
ト
が
あ
る
の
で
、
コ
ス
ト
に
も

よ
る
が
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
感
じ
ら

れ
な
い
か
も
知
れ
な
い
」
と
し
な
が
ら

も
「
感
知
能
力
が
従
来
ゲ
ー
ト
よ
り
Ｐ

ｕ
ｂ
ｔ
ｅ
Ｘ
製
品
の
方
が
高
い
。
発
報

す
る
と
、ゲ
ー
ト
を
出
た
正
確
な
時
間
、

さ
ら
に
複
数
の
コ
ー
ナ
ー
で
展
開
し
て

い
て
も
『
ど
の
棚
か
ら
盗
ま
れ
た
か
』

と
が
理
想
だ
が
、
被
害
届
を
出
す
に
し

て
も
、
被
害
品
が
明
確
で
な
い
と
警
察

も
受
理
で
き
な
い
の
で
ス
ム
ー
ズ
な
対

応
が
で
き
る
」
と
評
価
し
て
い
た
。

　
山
田
部
長
代
理
は
「
Ｐ
ｕ
ｂ
ｔ
ｅ
Ｘ

は
ト
ラ
イ
ア
ル
初
日
か
ら
複
数
人
が
京

都
に
滞
在
し
、
約
３
週
間
、
連
日
、
当

店
に
来
て
作
業
に
立
ち
会
っ
て
く
れ

た
。
課
題
を
吸
い
上
げ
、
そ
の
後
も
定

期
的
に
報
告
し
て
い
る
の
で
改
善
策
に

期
待
し
て
い
る
」
と
語
る
。

う
。山
田
部
長
代
理
は「
課
題
が
解
決
し

て
い
け
ば
、返
品
削
減
、出
版
流
通
効
率

化
、書
店
の
業
務
改
善
に
つ
な
が
り
、業

界
全
体
が
良
い
方
向
に
向
く
。
当
店
だ

け
で
や
れ
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る

が
、精
一
杯
協
力
し
て
問
題・改
善
点
を

洗
い
出
し
、報
告
し
て
い
く
」と
し
た
。

　
大
垣
書
店
Ｋ
ｏ

ま
で
わ
か
る
」
と
い
う
。

　
「
盗
難
は
発
生
し
な
い
こ

　
ト
ラ
イ
ア
ル
期
間
は
今
年
末
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
は
未
定
と
い

　
一
般
社
団
法
人
日
本
医
書

出
版
協
会
は
こ
の
ほ
ど
、
副

理
事
長
に
白
石
泰
夫
氏
（
医

歯
薬
出
版
）
が
新
任
す
る
な

ど
次
の
通
り
新
役
員
体
制
を

　
日
販
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
で
小
売
事
業
を

管
轄
す
る
Ｎ
Ｉ
Ｃ
リ
テ
ー
ル

ズ
は
10
月
１
日
、
子
会
社
の

ブ
ラ
ス
、リ
ブ
ロ
プ
ラ
ス
、積

文
館
書
店
、Ｙ・ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ

の
４
社
を
合
併
し
、
新
会
社

Ｎ
Ｉ
Ｃ
リ
テ
ー
ル
ズ
を
設
立

し
た
。
臨
時
株
主
総
会
並
び

に
取
締
役
会
で
近
藤
純
哉
氏

決
め
た
。

　
▽
理
事
長
＝
金
原
俊
（
医

学
書
院
）

　
▽
副
理
事
長
＝
白
石
泰
夫

（
新
・
医
歯
薬
出
版
）

が
代
表
取
締
役
に
就
任
す
る

な
ど
役
員
体
制
を
決
め
た
。

〈
新
役
員
体
制
〉

代
表
取
締
役　
近
藤　
純
哉

取
締
役　
　
　
露
木　
洋
一

同　
　
　
　
　
助
川　
弘
幸

同　
　
　
　
　
玉
井　
俊
也

同　
　
　
　
　
高
木　
栄
一

同　
　
　
　
　
清
地　
泰
宏

　
▽
理
事
＝
金
原
優
（
医
学

書
院
）、
青
木
滋
（
中
外
医

学
社
）、
小
立
健
太
（
南
江

堂
）、鈴
木
幹
太
（
南
山
堂
）、

梅
澤
俊
彦
（
日
本
医
事
新
報

社
）

　
▽
監
事
＝
福
村
直
樹
（
金

原
出
版
）、
浅
井
麻
紀
（
新・

文
光
堂
）

「電子献本シス
テム」提供開始

Ｍ
Ｂ
Ｊ

　
モ
バ
イ
ル
ブ
ッ
ク
・
ジ
ェ
ー
ピ
ー
は

10
月
16
日
、
出
版
物
の
献
本
を
電
子
書
す
る
だ
け
で
書
籍
を
閲
覧
で
き
る
。
電

子
書
店
で
実
績
の
あ
る
＆
Ｄ
Ｃ
３
社
の

「
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｐ 

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ 

Ｒ

Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
」
を
採
用
し
、
Ｐ
Ｃ

で
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
ブ
ラ

ウ
ザ
で
の
閲
覧
を
実
現
す
る
。

　
ま
た
、
管
理
画
面
で
は
ア
ク
セ

ス
数
の
集
計
（
該
当
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
閲

覧
数
、
閲
覧
日
時
）
を
表
示
す
る

こ
と
で
、
次
回
以
降
の
送
付
の
検

討
に
役
立
て
ら
れ
る
。

　
１
カ
月
の
利
用
は
３
万
８
５
０

０
円
（
税
込
）
で
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
発

行
手
数
料
１
０
０
点
分
を
含
む
。

１
０
１
点
以
降
は
１
点
あ
た
り
３

籍
で
行
う
電
子
献
本
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
電
子
献
本
シ

ス
テ
ム
」
の
提
供
を
開
始
し

た
。
紙
の
献
本
コ
ス
ト
を
一

部
圧
縮
す
る
と
と
も
に
、
電

子
書
籍
の
利
点
を
活
か
し
た

献
本
の
仕
組
み
を
提
供
す

る
。

　
「
電
子
献
本
シ
ス
テ
ム
」

は
１
人
が
30
日
間
閲
覧
可
能

な
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
発
行
し
、
そ
の

Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
献
本
先
に
メ
ー
ル

送
信
す
る
。受
信
者
は
Ｉ
Ｄ・

パ
ス
ワ
ー
ド
の
入
力
な
ど
な
く
、
Ｕ
Ｒ

Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
ブ
ラ
ウ
ザ
を
起
動
３
０
円
（
税
込
）
を
利
用
数
に
基
づ
き

加
算
す
る
。
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